
Peppolが輝かせる「主役」たち ～鶴岡市、デジタルインボイスの「自分ごと」化～

2026年８月26日、デジタル庁は、山形県鶴岡市役所関係者の皆さまとの間で、ガバメントクラウド利用料に関する請

求のデジタルインボイスでの受領*について、意見交換を行いました。

まず、鶴岡市役所の大宮氏（企画部デジタル政策推進課長）から「2026年５月に「デジタルインボイス & Peppol（ペ

ポル）勉強会」を主催し、市役所内でもデジタルインボイスに対応するための実証を検討することとした」との話があり

ました。

そのうえで、三浦氏から「B2B取引でのデジタルインボイ

スの利用促進のためには、行政自らが率先して取り組むこと

も非常に重要となる。まずはデジタル政策推進課で所管する

ガバメントクラウド利用料の受領から開始し、様々な課題を

整理したうえで全庁での利用に向けて検討、その後地域全体

のデジタル化や地域課題の解決にもつなげていきたい」と

いった話もありました。

また、冒頭、三浦氏（同課課長補佐）より「今般の取組では、

当初、必要となる手続きや準備などについて理解が十分ではな

かった。しかしながら、デジタル庁の皆様と密にコミュニケー

ションを行うことで具体的なアクションが確認でき、必要な手

続きについて理解することができた」との感想がありました。

*ガバメントクラウドの利用料に係る請求をデジタルインボイスで受けたい利用団体は、デジタル庁が運用するGCAS（Government

Cloud Assistant Service）で手続を行うことができます。

鶴岡市の関係者の皆さま
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